
文化史０５ 平安時代中期 国風文化① 
 

 

＜国際関係の変化＞ 

◇      派遣中止 

        の提案 

←唐の内乱、航海危険 

       の活発化 

◇唐の滅亡 

→      

→   。日本と    

はないが     活発 

◇東アジア情勢 

     滅亡→     

     滅亡→    

 

＜平安中期の仏教＞ 

・疫病の流行 

・    の反乱 

・       の流行 

釈迦の死後    年後 

    年に    の 

世が来るという思想。 

・    の固定化 

 

→現世での望みを諦めて 

      を信仰し、 

   で     に行 

こうという教え。 

※浄土は    にある 

 

    （   ） 

10世紀半ば京の   で 

人々に   をすすめた 

    （     ） 

「        」で 

     をすすめた。 

 

 

どうすれば極楽に    で 

きるか。 

→多くの      が作成 

      『            』 

      がいて陰陽師に 

なれず、現世に失望した人。 

 

◇極楽をこの世でイメージ再現 

①建築 

藤原道長の    寺     堂 

藤原頼通の    院     堂 

    の    寺     堂 

②仏像 

    院    堂       像 

仏師    作。 

→仏像の大量生産に適した 

      の手法完成 

③絵画 

       が人々を極楽に 

迎える図…     の完成 

 代表作：    山          

 

◇ 神仏     の発展 

       説の発生 

    は   が仮に 

 

 姿を変えてあらわれて 

 いるという思想。 

 

◇     の開催 

    親王や       

 の恨みを慰める行事 

     天満宮 

     社の祭 


